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【一般講演3】 第8席 『経脈方寸秘書』の研究

京都 木場 由衣登

『経脈方寸秘書』は、京都大学医学図書館富士川文庫所蔵の『経脈明弁』[シ-1126]に合綴される写本

の経穴書である。巻末の「寛文拾二子年九月上旬経脈方寸大尾」から、寛文12年（1672）の成立で、「今

大路道三先生経絡鍼灸之説 終」とあることから、曲直瀬玄朔（1549～1631）の系統の子孫か門弟によっ

て著されたものと思われる。合綴される『経穴明弁』は、寛政9年（1797）もしくは、文化8年（1811）の

成立であるため、書写年代はこれより早いということになる。奥書に「真武斎藤原清」とあることから、

本書は曲直瀬系統の斎藤原清という人物が、当時の医書からの引用編纂した鍼穴書であり、江戸前期の鍼

灸を知る手がかりとなるものと考えられる。

本書の冒頭にある「墨引之図内四方一寸ニシメ可見」では経穴の取穴法を図式化している。すなわち「頭

分寸」「喉胸心腹分寸上下任脈ノ外左右又有両穴」「背分寸図」と題して、それぞれ頭部、胸腹部、背部の

取穴法を図式に纏めてある。（以下、この図を「分寸図」と称す）。「頭分寸」では、督脈の頭部流注にお

ける前髪際から後髪際までの取穴について解説している。「喉胸心腹分寸上下任脈ノ外左右又有両穴」で

は、胸部における任脈、腎経、胃経の分寸図、および腹部における任脈、腎経、胃経、肝経、脾経の分寸

図を載せ、その簡潔な解説を行っている。「背分寸図」は、督脈と膀胱経の背部兪穴を図式化したもので

ある。「背分寸図」の注記に「滑伯仁」の名が見られることから、これらの穴位は『十四経発揮』に由来

していることが分かる。

本書は、書題に「方寸」の二字を含むことから考えて、上記の分寸図が主題なのではないかと推測され

るが、この分寸図は僅かに2丁分しかなく、この後182丁分の内容は、主治と穴位を中心とする、いかに

も江戸前期の経穴書らしい内容となる。

分寸図に続いて記載されるのは、『日用灸法』と内容を同じくする灸法、禁灸穴図、そして穴名、取穴

法、主治、灸法を穴ごとに箇条書きしたものである。『日用灸法』と同じく、頭部、胸腹部、背部、上肢、

下肢の各部位ごとに配列されている。この後の灸法も『日用灸法』と同じく四花患門と竹馬穴法等であり、

少々簡略化された箇所もあるが、内容は『日用灸法』と合致する。禁灸穴図は、内容も図式も『日用灸法』

のそれと同じである。

次に再び経穴の主治病證が記載される。今度は前述の『日用灸法』の引用とは異なり、灸法と鍼法が記

載され、各穴も経脈ごとに配列されている。しかし、経脈の記載順序に本書の特徴が現れている。すなわ

ち最初に任脈を置き、次に腎経、胃経、督脈、膀胱経、肝経、肺経、大腸経と続く。最初の5経の順序は

巻頭の方寸図に従った順序であり、残りは『十四経発揮」と同じである。記載される主治病證の内容は、

『鍼灸聚英』巻一が最も近い。しかし、『鍼灸聚英』そのままではなく、多くの病證を省略しており、類

似した病證に置き換えた箇所が随所に見られる。例を挙げると「四肢腫」（『聚英』中府穴）を「手足腫」、

「偏風半身不遂」（『聚英』承漿穴）を「中風半身不叶」とする等である。また、経穴の記載順序も異なり、

『聚英』では会陰穴から始まるが、『方寸秘書』では任脈は承漿穴から会陰穴に向かう。督脈も同じく、『聚

英』では長強穴、本書では艱交穴からとなっている。

本書の最後には、穴名と取穴法の記載された十四経脈図があるが、これは記載内容と人形の絵図から見

て、『十四経発揮』を引用したものと見て間違いない。

『経脈分寸秘書』は、治法の典拠として『十四経発揮』『鍼灸聚英』『日用灸法』を引き、任督脈中心に

十二経脈を配列しながら、各穴の主治を把握しようとしたものと考えられる。
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